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3 定式化   

関数V（い）を最適総期待処理時間とすると、次  

の最適牲方程式を満たす。   

l′′（い）  

＝血“∞（ご＋裏醐…））dG（ご），  

1 はじめに  

ある作業を行うため待ち行列に並ばなければい  

けない場合に．他にも作業を抱えている人は，他の  

作業を行いながら行列の様子を観測し，行列が短く  

なったときに行列に加わるという行動を取る場合が  

ある．本研究ではこのような状況において総作業時  

間の最小化という観点から最適政策を考える．本研  

究で扱っているような状況としては、自分の机でで  

きる仕事がいくつかあり、それとともに、共同で使  

用している、コピー機械のようなものを使用しなけ  

ればいけない仕事を抱えている人が、最も早く仕事  

を終らせたいというような場合が考えられる。  

ル 〉  
（J≧1）  （1）  り7＋（盲＋1）  

V（0，り＝（盲＋1）ル  （2）  

ここで、．彗ノ（∬）は行列長が古から£時間後にブに  

変化する確率である．また，吼（∬）として，待ち行  

列人数がiの状態からご時間後の期待人数，すな  

わち   

00  

Qi（ご）＝∑J彗j（ご）  

メ＝0  

を定義する   

仮定として入iがfに関して減少とすると彗J（ご）  

とQi（∬）に以下の性質が成り立つ・   

補題1任意の盲，た，£に対して  

∞  

1・∑【彗＋1J（∬卜書メ（£）】≧0，  
メ＝た  

2・Q汀1（ご）一々i（ご）≦1・  

が成立する．   

これらの性質を用いて以下の補題が証明できる。   

補題2V（い）は次の性質を満たす・   

1．V（J＋い）－V（い）≦1／γ，   

2．V（い＋1）－V（J，よ）≦1ル・  

上の補題から次の定理を得る．   

定理且もし，ある（い）で行列に加わるのが最適な  

らば（m，れ），（ただし（m≦J，n≦り）でも加わるこ  

とが最適である．  

2 モデル  

エ個の作業Aと1個の作業Bをまかされてい  

る作業者がいるとする．作業Aは作業者専用の場  

所が存在し，任意の時間に処理を行うことができ，  

作業1つを処理する時間は一般分布G（ご）（平均  

γ‾1）にしたがっているものとする．作業Bを行う  

ためには他の作業者と共同で利用している共有設備  

を使うことが必要であり，それが他の作業者によっ  

て使用されているとき，行列に並んで順番を待つこ  

とができるが、並んでいる間に作業Aを行うこと  

はできないものとする。共有設備の使用時間は、平  

均処理時間〃●1の指数分布に従い，それを使用す  

る人の到着率は待ち行列長がiの時人盲とする。  

作業者は作業Aを一つ処理するごとに共有設備  

を観測し，待ち行列に加わるかどうかを決定するこ  

とができる。作業Aが残っているときに行列に加  

わることを決定したならば、作糞Bを終えるまで、  

作業Aは再開できないものとし、作業Aを全て  

終えたときには作業者は待ち行列に加わるものとす  

る。作業Aの残り数をJ、共有設備の行列長をiと  

して、（い）の組を状態と考え、2種類の作業を終え  

るまでの絵期待処理時間を最小にするように、共有  

設備に並ぶことを考える。  
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■数値例   

仕事Aの初期仕事数上＝7，仕事Aの処理時間分布が一定分布でγ‾1＝10．0．  

共有設備の処理率〃＝1．0，待ち行列長に対する到着率がそれぞれ   

Å0＝0，9，入1＝0．9，入2＝0．9，人3＝0．9，入4＝0．8，   

Å5＝0．7，入6＝0．7，入7＝0．7，入8＝0．7，入9＝0．7，   

入よ＝0（i≧10）の時の最適政策を計算する・   

最適政策  

（1は共有設備に並び，0は並ばないことを示す．）  

1 0 0 0 0 0 0 0  

1 0 0 0 0 0 0 0  

1 0 0 0 0 0 0 0  

1 0 0 0 0 0 0 0  

1 0 0 0 0 0 0 0  

1 0 0 0 0 0 0 0  

1 0 0 0 0 0 0 0  

1 0 0 0 0 0 0 0  

111 0 0 0 0 0  

1 1 11 11 0 0  

1 1 1 1 1 1 1 1  

0  作業Aの残数  7  

最適期待処理時間  

11．000 16．701 24．828 33．774 43．108 52．653 62．329 72．093  

10．000 16．440 24．690 33．691 43．053 52．614 62．301 72．071  

9．000 16．020 24．465 33．554 42．961 52．549 62．254 72．036  

8．000 15．526 24．196 33．388 42．850 52．470 62．197 71．993  

7．000 15．026 23．918 33．215 42．732 52．386 62．137 71．947  

6．000 14．571 23．659 33．052 42．620 52．306 62．079 71．903  

5．000 14．194 23．438  

4．000 13．876 23．248  

3．000 13．000 23．000  

2．000 12．000 22．000  

1．000 11．000 21．000  

32．911 42．522 52．236 62．028 71．864  

32．787 42．436 52．174 61．982 71．829  

32．681 42．362 52．120 61，943 71．798  

32．000 42．000 52，000 61．914 71．776  

31．000 41．000 51．000 61．000 71．000  

0  1  2  3  4  5  6  7  
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